	分野
	総合分野（学校設定科目等）【上級】

	タイトル
	ビジネスプレゼンテーション　
～地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう～

	教材からの学び
	１　プレゼンの発表技法を習得し、「導入→本体→結び」という基本に沿って、論理的に説明する力を養う。
２　地域の企業が現存するさまざまな課題を解決させるために企業活動を行っていることを理解する。
３　ＳＤＧｓなどの企業倫理とビジネスという視点から企業を分析し、企業の社会的責任の必要性について理解している。
４　自身の社会人としての在り方について考察し、進路実現に向けた行動をとることができる。

	時間数
	４時間（講義１時間、講義とグループワーク１時間、発表準備１時間、発表１時間）

	授業の
進め方
	１時間目（講義）
・学習プリントを用いてプレゼンテーションについての基礎を指導する。
・YouTube動画を用いて、優良なプレゼンの特徴を知る。
・時間があればYouTubeの動画について意見共有する。時間がない場合はスプレッドシートなどで、共有する。
・１時間目の最後に、学習プリントを配付し、次回の授業までに個人学習を行うように指示をする（授業時間に余裕があれば授業内で個人学習をさせてもよい）。
２時間目（講義とグループワーク）
・個人学習で選定した１社についてグループ内プレゼンを行い、出された企業から２社に絞り込む（グループは前回の「有価証券報告書を用いた企業分析」の２時間目の班と同じ班にする）。
・絞り込まれた２社を更に分析する。その際に、前回の「有価証券報告書を用いた企業分析」において、グループで決めた企業分析方法を用いて２社を比較する。
３時間目（プレゼンテーションの準備）
・グループで協働して、プレゼン資料と発表の準備を行う。
　（発表の準備のために１～２時間程度、増やしてもよい）。
４時間目（プレゼンテーション実践）
・プレゼンテーションの評価項目である「内容の明確さ」「視覚的な魅力」「プレゼンテーションスキル」に着目してプレゼンを行う。時間は４～５分とし、それ以外の場合は減点とするため、タイマーで時間を測る。
・プレゼンを実施する前に、評価用紙について明確に説明をしておく。
・最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。そして、その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。


ティーチングノート



[bookmark: _Hlk177476722]研究発表　「ビジネスプレゼンテーション」　
～地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう～

授業計画
■本単元の位置付け
ビジネス探究プログラム　総括

■本単元の目標
１時間目（講義）
　・説得力のあるプレゼン技法を知る。
　・複数の優良なプレゼンからその特徴を知り、自己の発表に生かそうとする。
　・個人学習では、既習の知識を生かして企業分析することができる。
　２時間目（講義、グループワーク）
　・個人学習で絞り込んだ過程について、班員に簡潔に説明することができる。
　・ＳＤＧｓなどの企業倫理とビジネスという視点から企業を分析し、企業の社会的責任の必要性について理解する。
　・さまざまな分析を通じて、論理的・総合的に判断し、最終的な１社を絞り込むことができる。
　３時間目（プレゼンテーション準備）
　・協働してプレゼンテーションの準備をすることができる。
　４時間目（プレゼンテーションの実践）
　・他者のプレゼンから、論理的に自己の投資行動の意思決定を行うことができる。
　・この単元で新たに発見したことや、今後の生活でどのように生かしていきたいかを明確に述べることができる。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
  ・プレゼンの発表技法を習得し、「導入→本体→結び」という基本に沿って論理的に説明している。
 ・学習課題（個人学習）において、企業分析の方法を理解し、数多い情報から相応しい情報を選択し活用している。
【Ｂ】思考・判断・表現
　・企業のさまざまな情報を整理、分析し、根拠をもって意思決定している。
・プレゼンテーションが明確で説得力があり、聴衆に理解しやすい発表をしている。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・協働的にプレゼン資料を作成しようとしている。
  ・学習を振り返り、新たな課題を発見し、それを次の学びに生かそうとしている。

■留意事項
 ・評価はプレゼンテーション評価表紙を参考にして行う。


■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜講義＞
・学習プリントを用いてプレゼンテーションについての基礎を指導する。
・YouTube動画を用いて、優良なプレゼンの特徴を知る。
・時間があればYouTubeの動画について意見共有する。時間がない場合はスプレッドシートなどで、共有する。
・１時間目の最後に、学習プリントを配付し、次回の授業までに個人学習を行うように指示をする（授業時間に余裕があれば授業内で個人学習をさせてもよい）。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（２分）
　・発表グループは前回の「有価証券報告書を活用した企業分析」のグループワーク②と同じメンバーとする（前回学習とつながった内容となっている）。最初からグループ毎で分かれているとよい。
　・教材を配付する（１時間目の「プレゼンテーションの基礎」、学習課題「ビジネスプレゼンテーション「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」個人学習プリント」、「【教材】【別添資料】ビジネスプレゼンテーション（愛知県名古屋市に本社を置く上場企業）」を配付する）。
　・いよいよ「ビジネス探究プログラムⅡ」の学習も最後の単元となりました。この単元では、今まで学んできた知識や技術を総動員して、「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」というテーマでプレゼン発表を行います。発表も含めて全部で４時間となります。最初の１時間はプレゼンテーションの基礎について学びます。２時間目はグループワークをしてもらいます。３時間目に発表準備、そして４時間目が発表となります。一人の力では発表できません。メンバーの皆さん全員で協力しながら進めていきましょう。

２　教材での基礎学習（５分）
　・教材の「１ プレゼンテーションの基本構成」及び「２ プレゼンテーションの実践」について講義を行う。「１ プレゼンテーションの基本構成」では□の部分を重点的に講義する。また、「２ プレゼンテーションの実践」では（２）（３）を意識しながら発表を行うことを伝える。

３　YouTube動画の視聴（34分　動画のみでは1.25倍速で32分）
　・それでは今からすばらしいプレゼンテーションの動画を３本見ます。３本視聴した後に、この３本のプレゼンの共通点をグループで話し合ってもらいます。どのような共通点があるのかをという視点で見てください。まず１本目は私たちと同じ高校生の発表です。同じ高校生がどのような発表をしているのかを見ましょう。
　・視聴YouTube① 約10分（1.25倍→約８分）（授業時間の都合上、1.25倍速で視聴する）https://www.youtube.com/watch?v=chF7Z137h0Q
　　プレゼンテーション高校生チーム2019年度日本一！/大阪三国丘高等学校(日本政策金融公庫高校生ビジネスプラン・グランプリ）　2021年11月　プレゼンのコツ・伝え方アニバーサリーボイス（プレゼンプロデューサー）
・続いて２本目です。今度は小学生のプレゼンです。この小学生は小学生で起業しています。このプレゼンの中で紹介される「漢字ミッション」で起業しました。このプレゼンは多くの大人からすばらしいプレゼンと評価されています。何が評価されたのでしょうか。そのような視点で見てください。
・視聴YouTube② 約８分（1.25倍→約６分30秒）（授業時間の都合上、1.25倍速で視聴する）
https://www.youtube.com/watch?v=-fvhNHsGs0Y
【スタートアップJr.アワード2020】李 禮元（小5）東京都「漢字mission」 2021年４月
スタートアップジュニア
　小学生・中学生による社会課題解決の優れたアイデアを競うプレゼン大会『スタートアップJr.アワード2020』ファイナリストのすばらしいプレゼン！
・最後のプレゼンです。これはプレゼンの技法だけでなく、このプレゼンで話をされる植松さんのメッセージを受け取ってほしいです。
・視聴YouTube③ 約21分（1.25倍→約17分）（授業時間の都合上、1.25倍速で視聴する）
https://www.youtube.com/watch?v=gBumdOWWMhY
Hope invites | Tsutomu Uematsu | TEDxSapporo　2014年９月　TED×Talks
　　株式会社　植松電機　植松努　社長　「思うは招く」　グッとくるプレゼン！

４　YouTube動画の共通点の共有（５分）
　・３本の動画を視聴してもらいました。最初に皆さんに話をしましたが、この３本の共通点って何だと思いますか。どこがすばらしいプレゼンテーション何でしょうか。４分の時間を与えますのでグループで話し合ってください。

５　学習課題の説明（４分）
　・最後に、皆さんに事前に行ってもらう学習課題について説明します。学習課題と愛知県名古屋市に本社を置く上場企業のプリントを見てください。
　・学習課題「ビジネスプレゼンテーション「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」」のプリントを読んでいく。
　・皆さんは「ビジネス探究プログラムⅡ」の授業で今までにＳＤＧｓ、株式、ＥＳＧ投資、人口のピラミッドから見たビジネスチャンス、未来の技術、有価証券報告書を用いた多様な視点からの企業分析など、多くのことについて学んできました。そして、今回は最終章ということで、今まで学んだ知識を総動員して、地元企業の社員になったつもりで自社をＰＲし、投資家の皆さんに自社の株式を模擬購入してもらえるようにプレゼンテーションを行ってもらいます。さまざまな視点から企業を分析し、自社をＰＲしてください。下記の手順に従って準備をしてください。
　・まず１です。別紙「愛知県・名古屋市を本社に置く企業一覧」を見て気になる企業を２社決めてください。２社決めたら、学習課題の２・３・４を順番に行ってください。この４までを個人で行ってください。〇月〇日に提出してください。この個人学習は評価に入りますし、各グループの発表につながりますので、個人でしっかりと行ってきてください。
　・２時間目の学習までに回収し、評価をつける。評価方法は別紙「評価資料」を参考とする。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜講義とグループワーク＞
・個人学習で選定した１社についてグループ内プレゼンを行い、出された企業から２社に絞り込む（グループは前回の「有価証券報告書を用いた企業分析」の２時間目の班と同じ班にする）。
・絞り込まれた２社を更に分析する。その際に、前回の「有価証券報告書を用いた企業分析」において、グループで決めた企業分析方法を用いて２社を比較する。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・発表グループは前回の「有価証券報告書を活用した企業分析」のグループワーク②と同じメンバーとする（前回学習とつながった内容となっている）。最初からグループ毎で分かれているとよい。
　・教材を配付する（２時間目の「ビジネスプレゼンテーション　「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」グループ学習」プリントを配付する）。
　・生徒が提出した「学習課題」は評価を付け、この時間までに返却しておく。
　・それでは、今回はグループ学習を行っていきます。プリントに従って進めてください。まず、１ですが、個人学習で愛知県や名古屋市に本社を置く企業から１社に絞ってもらいました。グループ内で、各自が選んだ企業について選定理由も含め紹介してください。一人３分程度でお願いします。その後、２でグループの皆さんから出てきた企業を２社に絞りましょう。その後、３・４でその２社を比較しましょう。なお、３での比較については、前回の「有価証券報告書を活用した企業分析」の単元で、有価証券報告書を活用して企業分析に使えそうな項目を四つか五つ考えてもらいましたが、それを使って比較してください。最終的に１社に絞るのは、次回の最初に行いますがある程度の結論は出しておいてください。それでは始めてください。

２　グループ学習（42分）
　・グループ学習では机間指導を行い、グループでの進み具合について確認し、適宜助言を行う。

３　次回の予告（３分）
　・次回の予告で発表に関する具体的内容を伝えておく。
　・次回は発表の準備をしてもらいます。発表ですが、グループで協力して、その企業の社員になったつもりで自社をＰＲし、投資家の皆さんに自社の株式を購入してもらえるように魅力的なプレゼンテーションをしてください。プレゼンテーションの時間は１班４分～５分以内とします。４分に満たない場合及び５分を超えた場合は減点となりますので注意してください。また、発表は全員が発表できるように工夫して役割分担してください。また、評価の観点ですが、
（１）内容の明確さ→プレゼンテーションの内容が分かりやすく、論理的に構成されているかどうか。（２）視覚的な魅力→スライドや資料のデザインが魅力的で、視覚的に引きつけるものであるか。（３）プレゼンテーションスキル→発表者の話し方やボディランゲージ、聴衆との対話の仕方を評価します。この３点を頭に入れ作成してください。



＜３時間目＞
	【授業の大枠】
＜プレゼンテーションの準備＞
・グループで協働して、プレゼン資料と発表の準備を行う。
　（発表の準備のために１～２時間程度、増やしてもよい）。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・発表に関する具体的内容を伝えてから発表の準備をさせる。
　・教材を配付する。評価の観点等についても事前説明するため、３時間目の教材である「ビジネスプレゼンテーション「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」プレゼン準備」及び４時間目の教材である「ビジネスプレゼンテーション「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」発表会」の両方を配付する。
　・それでは、本日は発表の準備をしてもらいます。まずは、発表に関する具体的内容について確認しておきます。先ほど配付した「ビジネス探究プログラムⅡ最終章（３時間目）」のプリントを見て下さい。今回はまず、２社の候補から１社に絞ってください。その後、グループで協力して、その企業の社員になったつもりで自社をＰＲし、投資家の皆さんに自社の株式を購入してもらえるように魅力的なプレゼンテーションを作成してください。プレゼンテーションの時間は１班４分～５分以内とします。４分に満たない場合及び５分を超えた場合は減点となりますので注意してください。また、発表は全員が発表できるように工夫して役割分担してください。
　・次に評価について説明します。今度は先ほど配付した「ビジネス探究プログラムⅡ最終章（４時間目）」のプリントの２を見て下さい。評価の観点ですが、（１）内容の明確さ→プレゼンテーションの内容が分かりやすく、論理的に構成されているかどうか。（２）視覚的な魅力→スライドや資料のデザインが魅力的で、視覚的に引きつけるものであるか。（３）プレゼンテーションスキル→発表者の話し方やボディランゲージ、聴衆との対話の仕方を評価します。この３点を頭に入れ作成してください。プリントの３を見てください。各班の発表を聞きながら投資したい企業を決めてもらいます。投資をしてもらえるような説得力のある魅力的な発表をしてください。それでは準備を始めてください。

２　発表の準備（44分）
　・グループ学習では机間支援を行い、グループでの進み具合について確認し、適宜助言を行う。
　・準備はTeamsにパワーポイントのファイルをアップし、共同編集できるようにしておくと作業がスムーズに進む。

３　次回の予告（１分）
　・それでは次回は発表を行います。〇月〇日までにTeamsのファイルにアップロードしてください。ファイル名は〇班タイトルを入れてください。〇班の〇は全角数字で入れてください。次回の皆さんの発表を楽しみにしています。




＜４時間目＞
	【授業の大枠】
＜プレゼンテーション実践＞
・プレゼンテーションの評価項目である「内容の明確さ」「視覚的な魅力」「プレゼンテーションスキル」に着目してプレゼンを行う。時間は４～５分とし、それ以外の場合は減点とするため、タイマーで時間を測る。
・プレゼンを実施する前に、評価用紙について明確に説明をしておく。
・最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。そして、その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・まず、発表に関する具体的内容と評価について説明をしてから発表に入る。
　・「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」評価用紙を配付する。
　・それでは、本日は発表をしてもらいます。まずは、発表に関する具体的内容について確認しておきます。プレゼンテーションの時間は１班４分～５分以内とします。４分に満たない場合及び５分を超えた場合は減点となりますので注意してください。
　・次に評価について説明します。前回配付した「ビジネス探究プログラムⅡ最終章（４時間目）」のプリントの２を見て下さい。評価の観点ですが、（１）内容の明確さ→プレゼンテーションの内容が分かりやすく、論理的に構成されているかどうか。（２）視覚的な魅力→スライドや資料のデザインが魅力的で、視覚的に引きつけるものであるか。（３）プレゼンテーションスキル→発表者の話し方やボディランゲージ、聴衆との対話の仕方を評価します。この三つについて先ほど配付した評価用紙で評価してください。１点が一番低い点数、３点が最も高い点数です。基本は２点です。３点は皆さんにとって大きな学びや発見があったときに付けてください。また、皆さんには一人100万円の資金があると仮定します。発表を聞いてどの企業に投資をしたいか決めてください。もちろん一括で100万円でもよいですし、細かく分けてもらってもかまいません。ただし、投資金額の単位は10万円単位でお願いします。それでは発表を始めます。
　
２　発表（42分）１班５分 入れ替え１分　合計６分×最大７班＝42分
　・タイマーで時間を測ることを明言しておく。プレゼン後に、「ただいまの発表は〇分〇秒です」と伝える。
　・それでは、準備が整いましたので発表をしてもらいます。私はタイマーで発表時間を測ります。それでは１班さんよろしくお願いします。

４　クロージング（本時の学習の結晶化）（３分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・皆さんありがとうございました。この発表をもって「ビジネス探究プログラムⅡ」の学習は終了となります。この16時間を通して皆さんは、ＳＤＧｓ、株式、ＥＳＧ投資、人口のピラミッドから見たビジネスチャンス、未来の技術、ビジネスリーダー、有価証券報告書を用いた多様な視点からの企業分析など、多くのことについて学んできました。この16時間を通じて、ビジネスのおもしろさや視点・視野を広くすることの重要性、唯一絶対の答えがないということなど、知識習得だけではなくさまざまなことについて学んでもらったと思います。以前、「未来のイノベーション」の研究発表の最後に私はこんな話をしました。「未来ってすごくないですか。未来ってワクワクしませんか。今現在、世の中にはさまざまな課題や問題があり、未来は暗いように感じます。しかし、企業はその課題や問題を解決させようと企業活動をしています。未来を明るくするために企業活動をしています。そのようなことを感じ取ってほしいです。皆さんも10年後にはビジネスパーソンとなり社会を明るくするための活動をしています。皆さん自身の未来を考えるためにも今からさまざまなビジネスについて興味・関心をもち、それを進路に生かしてほしいです。今回の発表をきっかけに視点・視野を広げてくださいね。」このような話をしました。明るい未来は今、生きている人が創るものです。私たちはその明るい未来の担い手となっていきます。一人一人違っていいんです。それぞれの個性が新たな考えを生みます。未来を創ります。皆さんができることは数多くあります。その無限の可能性のためにぜひ学び続けてください。また、たくさんの「好き」や「楽しい」を見つけてください。この言葉を最後に皆さんに伝え、この授業を閉じます。ありがとうございました。
　・なお、評価用紙の最後に、「地元企業をＰＲし、自社の株式を購入してもらおう」の単元で新たに発見したことや、今後の生活でどのように生かしていきたいか等を記入して〇月〇日までに提出してください。
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